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２．基準改定とは

 鉱⼯業指数については、「指数の基準時は、五年ごとに更新することとし、⻄暦年の末
尾が０⼜は５である年とする。」とされている。
（「指数の基準時に関する統計基準」（平成22年３⽉31⽇総務省告⽰第112号））

 基準時を更新するのは、品⽬の価格や産業構造が年々変化してくると現実の産業構
造と乖離してしまい、実態をゆがめてしまうことがあるため。

 例えば、基準年当時には存在していない、あるいは、全体に及ぼす影響度が⼩さかった
ため⾮採⽤としていた品⽬が、その後⼤きく成⻑した場合に、これらを含まなければ最新
の活動を反映しているとはいえない。

 基準改定においては、成⻑品⽬や新製品の今後の動向等を加味した上で、総合的に
検討を⾏い、採⽤すべき品⽬を選定している。

 また、鉱⼯業全体に対する品⽬・業種などの重要度の度合いを⽰すウェイトについても、
経済センサスを基礎データとして基準年時点での付加価値額の構成⽐を算出し、企業
の活動状況を細やかに反映させている。
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３．2020年基準改定のポイント

 鉱⼯業指数（IIP）の2020年基準改定では、基準年の更新に合わせて、産業構造
の変化等に対応するため、以下の⾒直しを⾏った。

（１）業種分類等の変更

（２）採⽤品⽬の⾒直し

（３）ウェイトの⾒直し
採⽤品⽬を⾒直した結果、⽣産・出荷指数の採⽤品⽬数は398品⽬となった。

⼀部の細分類の統合を⾏ったほか、参考系列の⼀部および財別の廃⽌を⾏った。

業種・品⽬別にウエイトの⾒直しを⾏った結果、基礎素材型業種のシェアが⾼まった。
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（３）-3 基準年ごとの⽣産ウエイトの変化
 基準年ごとに⽣産のウェイトの変化を⾒ると、⾼付加価値化が進み2020年基準に
おいて業種別ウェイトが最⼤となった化学⼯業が⾼位で推移している⼀⽅、電⼦部
品・デバイス⼯業は、過去と⽐較してそのシェアを落としている。
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参考２︓新旧基準指数の⽐較（季節調整済指数）

注︓2015年基準は、2020年の平均の指数を100として調整した。
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